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1. '1じめに

近年.一般住宅の台所等に取り付げられるガス

漏れ讐絹弱(以下『ガス哩絹舗』という}が念還に普

及して おり ガス虫容に対する安全対策が遂次進

められている.本来ガス警報""邸前ガス.LPガ

スの繍洩。爆発あるいは不完全燃焼時に発生ずる

-AlI化炭ぷによる中1II死を朱然に防止するため股

幽しているが白同組59年郡内で発生した二階建住

宅り全焼火災では，一階台所に取り付りられてい

るガス普報器が作動し その鳴動ば気付金 2人が

~:tJI選縄する こと ができたとい う事例がある.こ

の火;足主解明では。可想物の創陸後生成ガス6こよりガ

ス容射程鵠が作動した bのと考えられる.

そニ? ガス警報器の燃焼生成ガヌによる作動

特性を但催する:JII貨を行ったのでその結果につい

て燦曹を報告する。

2 ガス暫報器の橿額欄遣盟理等

111樋頑

ガス審報習には，写真1. 2. 3に示す三お

ワ対象ガスの比量が l未満の経ガス{省宮市ガス}

問。比重が 1を紐える麓ガス (LPガス プタン

ガス1用。不完全燃焼排気ガス中の-AlI'ヒ民衆

用"どのセンサーを備えたものがある. また，

l閣の警報器中に2li矧のガスセ yサ が内麗

されている bのもある.

-第三研究定

写真 E 鶴市ガλ周ガス渇れ嘗縛鍔

写誕 2 L Pガス燭ガス漏れ書締器
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写真3 不完全燃焼排気ガス周ガス漏れ嘗綿器 屯..

121 術遣原理

般伎宅問のものは殆ど半導体セ yサ が使

おれてお り，これは出力電圧を取り出しやすい

からである.その摘遣は図 1，こ示 すよ うに磁化

スズ学噂体を使" これを一対の賞金属コイル

にはさみコ イルの刷協を問じ半導体材"で被概

してある.基本間絡は図 2に示 ナと"りで、片

側のコイルは半母体を適温 ( 300~400・CI に加

Hするためのヒ ターを兼ね，一対のコイルが

半導体の電気伝導度を測定するための電極を憐 (v:1 

成 νている。コイルヒータ に的 1Vの電圧が

印加されており.センサーがガス雰囲気中に置

かれると可燃性ガスの吸:0"るいは遭元作用が

あり ，;U気抵抗 R，が小さくなって信け出力が得

られる。ガス司官報務が作動し始めるガス浪度は

爆発下限界の1/200ないし1/4の箆囲内にあり実

際の警報濁Jl!'主婦発下限界の1/15(O.3%. 

1 .000--5.500 ppm)で都市ガス周はメタ ン LP 

ガス用はプタンのiII度でそれぞれ調聾されてい

る@ また。不完全特焼用は回、500ppmの 般

化炭紫漫置で調益されている。この半海体セン

サ 令官室った都市ガス l↓1.LPガス用のガス響

報器iム 図 3にぷ?左釘りセ/サー特性として

上 ~èのプ/ス以外!こ水繁 ( 4.000ppm ) ，エチ レ/

(3.000ppm)，プロピレン (8.000ppm)，ー殴

化股紫 (30.000ppm)等の可然性ガスが 1 1 

内の遺度以上に伝った雰闘気向に置かれた場合

μ作動する特性を もっている.供叙ガス笹報提

でほと日カ電圧が38---4QV(DClに透したとき作

動するように調閣さ札ている.
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図3 ガス首磁器のガス調度と出力電圧

(都市ガス用)

3 作動実鞍

山燃焼生成ガスによる作動実軸(繁 1実軸)

ア {共試ガス響将器

実験に使用した bのは。写真 J. 2， 3に

示す都円で比絞的多 く使われている半噂体セ

ンサ一円蔵のill!，行ガス用。 lPガス刷.不完全

惚抽IIIICO周)の 3組類について行った.
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イ 実験設備及び実餓方注

国"こ示すとおり鉱骨材及ぴ透明犠化ビニ

ール敏で情成する間ロ 2m，奥行 2m， ?::さ

2 mの煙室内壁画に 3[.煩のガス'繍器を

取り付け，煙室測商から宛痩炉によ って木純

I<lfi:予の績縫製品.合成約縮専を的 lkgそIt

ぞれ繍liiさせた時の煙及び'F，h~ガスを家内に

送り込み各ガス警報盟が作動(鳴動)するま

での経過時間及び作動時のがス民度刈定を行

った.ガスiQ度はガス嘗純鑓近〈のガスを吸

引ポンプ及びサンプリングパヲク等で採取し，

ガス検知管。ガスタロマトグラフ等の綱定器

を使い定性，定泊分析を行った.
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(2) jJl合ガス温度と.絹穏出力電圧の測定{鱒 2

実験)

ア侠鉱ガス警報認

lIll爽厳で使用したI!l市ガス周. LP tfス

伺のものk同郭晶の 2種矧について行った.

イ 実峨訟備車ぴ実験方法

写真4に示す鰯2胎" 奥行2'"眠 術き20冊

(答申8引の鉄製角型容器の前碕にプラス

チ ック~週明B躍を鮫げたものを用い 容器内

よ面に上記2橿績のガス智紺認を取り付リ

単体ガスと して市販されている-II!I化炭謝.

メタン.エチレン，プロピレ〆，イソプタ〆

を-fjlOづっ注射器により注入した.注入ガ

ス震は褒 1に示す各燃焼材繍焼防にMスIf報

認が作動した彦事の渓度で実騒容留の内容f白から

j)出した.ガス を順次注入した跨のガス野線

認の出力?包庄はぺンレコーダーにより記録し

1':0 

写真， ;0¥2実験益百

襲 1 各11可燃物!l銚時のガスIf器作動時間

|¥ 
燃 機材 料 木材 (1 kg) 衣受賞11"") 塩化ピニール11k，)

If報鑓種別 邸前周 LPlll co周 都市周 しP周 CO用 鶴市周 LP周

作動時間出 34 30 8 42 32 12 8 14 

ー 敏(p化pm炭)素 3⑬曲 3曲。 400 2000 1500 250 2 5 

生発ガ メタン
610 940 じア 560 650 1/ 2凹 40 (ppm) 

ス

/ / 罰
エ(チp レン 210 400 430 520 120 30 pm) 

プロピレン / / 度精
(ppm) 帥 100 90 120 30 15 

イソ(pプpmタ}〆1/ 1/ 1/ 1051/1/1/ 100 
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4 実験結果と考察

各種ガス警報器について各種可燃物の燃焼生成

ガスによる作動実験を行った結果は.表 iのとお

りである。煙室内に各種可燃、物の繍焼(燃焼を含

む)時発生する煙及びガスを送り込んでからカ、ス

警報器が作動するまでの経過時間については，こ

の実験では 8分ないし42分であったが燃焼物の燃

焼速度、室内容債などによって大きく異なるもの

である。また，轡報器作動時にサンプリングパッ

クに採取したガスを分析した結果， 酸化炭素

(CO入メタン (CH.)，エチレン (C，H.l.プロ

ピレン (C，H.). ブタン (C，H10) などの各手重のガ

スが生成されていることがわかった。各警報器が

作動した時のガス濃度をみると杉材，衣類等の燃

焼生成ガスによる実験例では，不完全燃焼用 (CO

用)のガス議報器については設定値 (50~500

ppm)以上の COガス濃度を検知して作動してい

表 2 注入ガス複完IJ・;鹿度と警報器出力電圧(都市ガス朗)

21.4 

3000 
十 メ タ ン i 670 36.事

3000 2000 
十 670 560 
キ エチレン 210 39.4 430 3告.3 120 23.0 

3000 2000 2 
十 メ タ ン 670 560 200 
十 二L チレン 210 430 120 
十 プO ピレン 80 39.7 告。 40.5 30 23.5 

表 3 注入ガス種55IJ・濃度と警報器出力電圧 (LPガス用)

30.7 650 

3000 1500 5 
き40 650 40 
400 34.4 520 36.S 30 11.0 

3000 1500 5 
き40 650 40 
400 520 30 
100 36.4 120 37.6 15 120 

3000 1500 
十 メ タ ン 事40 650 
十 エチレン 400 520 
十 ブ。ピレン 100 
+ イゾブタン 100 38.4 
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るが，都市ガス用， LPガス用ガス警報器について

はメタン670ppm，ブタン100ppmという設定値

(1， 000~5 ， 500ppm)よりかなり低いガス濃度で

作動していることがわかった。

次に混合ガス中に置かれたガス暫報器が作動す

るメカニズムを詳細に調べるため，混合ガス濃度

と警報器出力電圧の測定実験を行った。実験結果

は表 2，表 3に示すとおりで，都市ガス用警報器

作動時の燃焼生成ガスと同じ種類のガス及び」

(濃度)を順次実験容器内に注入し，出力電圧を

測定した結果，木材煉焼時の条件では，一酸化炭

素3，000ppmを注入すると出力電圧が21.4Vと

なった。順次これにメタン670ppm注入により

36.9V，エチレン210ppm注入により 39.4V，プロ

ピレン80ppm注入により 39.7Vになった。衣類

(繊維製品) ;鴫焼時の条件でも同じ要領で出力亀

圧を測定した結果40.5Vになった Q このように木

材，衣類等の;嘱焼条件と同じガス濃度では，いづ

れも警報器作動電圧に達した。また，塩化ピニ

Jレ樹脂を燃焼させた時の条件で出力電圧を測定し

( 24 ) 

た結果，最終的に23.5Vで警報器の作動電圧に達

していないことがわかった。 LPガス用轡報器に

ついても同様の実験を行ったが，都市ガス用警報

器とほぼ同様の結果となった。結局，第 2実験の

結果から本実験に使用した都市ガス用， LPガス

用のガス警報器は，半導体ガスセンサーの特性と

して図 3に示すとおり各種の単体ガスを検知し，

それぞれのガスが出力電圧を独自に上昇させる作

用があり，その複合作用によって作動電圧 (38~40

V)に達し鳴動することがわかった。

5 おわりに

今回使用したガス讐報器のセンサーは，半導体

式のものでそれぞれ 1器種について行ったが，他

の器種との比較，塩化ビニールなど合成樹脂の燃

焼生成ガスの分析については今回十分でなかった

点があったので更に補足実験を行う必要がある。

また，実大規模の火災実験におけるガス曾報器の

作動特性の確認など今後の研究課題である。
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